
教育委員会
2019年2月19日

　　学生の動き

　　教職員の動き

　　事故報告書の提出

　　報告

報告

報告・事故発生届の提出 受診

臨床実習運営委員長
平日9:00～17:00
土曜9:00～14:00

夜間または休日 　　報告

　 　 報告 大森病院： 総診内科 大森病院： 総診内科

大橋病院： 総合内科 大橋病院： 総合内科

佐倉病院： 消化器内科 佐倉病院： 救急外来

医学部長 報告 　　※受付時に学生証を提示し、本学学生であることを申し出る

教育委員長 　　※佐倉病院での事故発生時は受診前に総務課（夜間休日は救急外来受付）で

学生部長 大森学事部学事課 　　　「受診用紙」を受け取る（学事課に加え、教育支援室にも報告すること）

　　※学外での実習で発生した事故の初期対応は、実習先の規則に従う

※健康推進センターはフォローアップを管理する（各病院の感染管理部門と連携）

※学研災請求手続の説明を受
け、請求手続を行う

感染管理／
医療安全管理

※各病院の感染対策マニュア
ルに従い対応。外来に連絡
し、学生の受診を手配

臨床実習運営委委員会にで
事故報告書を審議、必要に

応じ再提出を求める

健康推進センター

平日9:00～17:00
土曜9:00～14:00

※夜間・休日の事故は
翌日以降報告する

事故後のフォローアップ ※フォローアップの診察・検
査は原則、大森病院にて行う

臨床実習における学生自身に発生した傷害事故や感染症連絡系統図

診療科責任者

事故にあった学生
指導医

※曝露部分を流水洗浄（目に曝露した場合は眼科へ）



臨床実習学生に発生した傷害事故および感染源暴露時の経過観察フローチャート

実習先病院 学事課 健康推進センター 大森病院 臨床実習運営委員会

事故発生

血液等の暴露発生

↓

実習先病院のルール

に従って検査・治療

等の対応を実施。か

かるコストについて

は各病院の運用に従

い計算し、学生が一

旦支払う。

学生から状況確認

↓

学生から情報取得

の同意を得て、実

習先病院に学生お

よび曝露源患者に

関する情報提供を

依頼する。

1.学生から暴露の連

絡あり

↓

医学部長・臨床実習

運営委員長・教育委

員長・学生部長・健

康推進センターに連

絡する。

2. 事故報告書を学

事課に提出するよう

学生に指示する。

３.臨床実習運営委

員長へ事故報告書

（教員用）を送付

4.経過観察終了後に、

本人から領収書の提

出あり

↓

学研災保険の保険請

求手続き

診療情報提供書を記

載し、健康推進セン

ターに郵送。情報提

供書代は学生が一旦

支払う。
検査結果、治療内容

を確認し、大森病院

に今後の経過観察に

ついて依頼する。

事故発生時およびそ

の後にかかった費用

については、

学災研保険と不足分

については医学部か

ら支払われる。学生

から提出された領収

書に基づき、学生に

費用を返金する。

提供された情報に基

づき、経過観察を行

う。経過を健康推進

センターに報告する

（コストフリー※）。

病院の運用に従い、

会計は計算し、学生

がいったん支払いを

行う。学生は経過観

察終了後に領収書を

学事課へ提出する。

学生の暴露事故発生

後の健康状態の把握、

管理を経過観察期間

が終わるまで継続す

る。

経過観察完了の連絡

を健康推進センター

から受ける。

↓

医学部長・臨床実習

運営委員長・教育委

員長・学生部長に連

絡する。

1.委員長は事故が

発生した診療科責

任者に、事故報告

書（教員用）の提

出を指示する(学事

課より書式は送付)。

2.診療科責任者よ

り提出された事故

報告書について委

員会にて報告。そ

の他、対応が必要

になっている事項

があれば委員会で

審議。

↓

医学部として対策

が必要な事項につ

いては、必要部署

に指示をする

事故が発生した診療

科責任者は各病院の

事故発生時のルール

に従い、感染管理／

医療安全部に報告し、

再発予防等の対策を

検討する。病院で検

討された再発防止策

を含め、診療責任者

は、臨床実習運営委

員会に事故報告書を

提出する。

※医学部から紹介した学生の経過報告書の返信はコス

トフリーになっている(大森病院)


